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●基準不適合発生箇所 

ハンドルを固定するボルトの締め付けトルクの指示が不適切なため、当該ボルトが緩むことがある。そのた

め、そのまま使用を続けると、走行中にハンドルバーが前後に動き、かじ取り操作ができなくなるおそれが

ある。 

●改善内容 
全車両、当該ボルトを適正な締め付けトルクで締めなおす。 

●識別 
対策済み車両には、ハンドルクランプ取り付けボルトの表面に白ペイントマークを塗布する。 

注：     は改善箇所を示す
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